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【Ａクラス】
一定程度の専門的知識・技術・経験を要する比較的高度な業務

（認知症の方見守り、話し相手、趣味活動のお手伝い等）

※下線部は、「介護助手」業務の最終到達目標とした点

【Ｂクラス】
短期間の研修で習得可能な専門的知識・技術が必要となる業務

（ＡＤＬに応じたベッドメイキング、配膳時の注意、水分補給等）

【Ｃクラス】
マニュアル化・パターン化が容易で、専門的知識・技術がほとんど
ない方でも行える業務 （居室の清掃、片付け、備品の準備等）

ステップアップできるよう難易度別に３つに分類

「介護助手」業務の分類例（難易度別３分類）



場面 Ｃクラスの周辺作業（例）

起床
①ポータブルトイレ・尿器等の洗浄、片付け
②フロア換気などの環境整備 等

食事

①エプロンかけ、自助具の用意、おしぼり配り
②テーブルの名札、足置きの回収
③配膳台車の返却 ④テーブル拭き・食後床清掃
⑤エプロンの洗濯 ⑥自助具洗い・消毒 等

入浴

①風呂に湯を張る ②風呂場の清掃
③物品補充（シャンプー、石鹸、衛生用品等）
④浴室準備（タオル類、衣服）
⑤タオル類の洗濯・乾燥・片付け 等

その他
①居室の清掃・ゴミ回収 ②手摺拭き ③汚物回収
④加湿器の水補給 ⑤ポータブルトイレ清掃・消毒
⑥トイレ清掃・トイレットペーパー補充 ⑦各種物品補充 等



①７５歳になってまだ自分が働けるとは思ってもいなかった。人生に張り合いが

できた。明日は何をしてやうかと楽しみで、本当に夢のような毎日になった。

②７０歳といえど「まだまだやれる」と自信がついた。少しずつ体も鍛え、仕事に

限らず、これからの社会や人のため役立ちたいと思うようになった。

③社会に出て再び「働ける」ということの充実感を改めて感じた。いつのまにか

体調も良くなり、ここに働きにくることで元気をもらえた。

「介護助手」の働いてみた感想（アンケートより）

Ｃクラス➡Ｂクラス（男性）作業中・・・・食事下膳、ベッドメイキング、車いす整備・修理


